










要約:少子化時代の到来にあたり,コミュニケーション機能に障害を有する児童への支援は

重要な課題となってきている。本研究では,コミュニケーション支援の一手法である The

Sounds and Symbols(S&S)を重度脳性麻痺児に適用する場合の手法を策定し,コンピュータ

による学習システムの試作と実地評価を行う。さらに、肢体不自由児養護学校等における

当該障害児へのコミュニケーション学習・訓練の現状と本方式の効果およびニーズを明確

化することを目的としている。本年度は,S&S の基本的手法から考えた学習システムの策

定と S&S の実践状況の調査を行った。


